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Ⅰ　はじめに
　幼児期における運動の意義として，遊びを通じての多様な動きを身につけるだけで
なく，心肺機能や骨形成にも寄与するなど，生涯にわたって健康を維持したり，積極
的に取り組む意欲を育んだりするなど，豊かな人生を送るための基盤づくりとなるこ
とが示されている1）。子どもの運動能力は，一定の速度でするものでなく，大きく伸
びる時期と停滞する時期があり，大きく伸びる時期はゴールデンエイジと呼ばれてい
る。ゴールデンエイジは３期に分かれ，１～６歳までの第１期ゴールデンエイジは，
様々な種類の運動，動きを経験させ多くの運動神経回路を作ることが必要である。こ
の時期形成された運動神経回路パターンが第１期に続く，第２期，第３期ゴールデン
エイジの基盤となるといわれている2）。現代社会では，子ども本来の生活リズムが大
人の生活パターンに合わせられていることが多くなっており，そのような状態では子
どもにとっての運動の役割が重要であることが指摘されている3）。
　女子大生の健康について，45名にアンケート調査を実施したところ，自分の健康
状態について「健康ですか」との質問に，「とてもそう思う」が４名，「そう思う」が
33名で，84％（37名）が健康と回答したものの，体力の低下を感じている学生が多
く（93％），その中でも運動を日常的に実施している学生の健康度が高いことが示さ
れ，運動の重要性が強調された4）。スポーツ・運動の実践は，健康の維持増進のため
には必須であるのは明らかであるが，その基盤としての幼児期における運動・スポー
ツ体験が女子大生の健康レベルと関連するかについて明らかにすることが本研究の目
的である。
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表１．対象者の身体組成と健康度の平均値と標準偏差
対照群（n: 83）
mean S.D.
身長（cm） 158.5 5.98
体重（kg） 53.5 7.84
BMI 21.4 2.80
体脂肪率（％） 28.0 4.89
筋肉量（kg） 36.0 3.54
脚点 97.0 8.92
身体的健康 60.6 7.76
精神的健康 42.2 7.40
社会的健康 44.7 5.54
総合的健康 147.5 18.07
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Ⅱ　調査方法
１．調査対象
　椙山女学園大学教育学部子ども発達学科１年生83名。「健康科学」履修者
２．測定項目および実施日
１）2018年４月26日　体組成測定・健康度診断検査実施（健康科学履修者）
２）2019年７月１日　スポーツ経験と健康に関する調査（体育の指導法履修者）
　体組成の測定は Dual-frequency body composition meter（DC-320, TANITA）を使用し
た。今回用いた身体組成は，身長，体重，BMI，体脂肪率，筋肉量，肥満度，脚点で
ある。健康度診断検査は，検査内容と記入方法を説明し実施した。検査結果の集計は
それぞれの学生に実施させた。スポーツ経験と健康に関する調査は，当該学生が２年
生になったときに授業（体育の指導法）内において実施した。
３．集計および分類
　それぞれのデータをMS-Excelに手入力し，基本統計量を求めた。その後，就学前
の運動の出来および外遊びの程度・活発度の程度を合計した数値を基準に，1SD以
上の対象者を運動群，1SD以下の対象者を対照群に群分けした。
Ⅲ　結果
１．対象者の身体組成と健康度
　表１に対象者の身体組成（身長，体重，BMI，体脂肪率，脚点），および健康度（身
体的健康度，精神的健康度，社会的健康度，総合的健康度）の平均値と標準偏差を示
した。表２には BMIによる対象者の痩肥の分類を示した。BMIの判定では，痩せが
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表２．BMI による痩肥の分類
判定 BMI 人数（％）
痩せ（低体重） ＜18.5 5（6.0）
正常（普通） 18.5㱡　＜25 74（86.7）
肥満 25㱡 4（4.8）
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５名（６％），正常74名（86.7％），肥満４名（4.8％）であった。
　表３に体脂肪率による対象者の痩肥の分類を，表４に脚点による対象者の判定を示
した。脚点とは，体重に占める下肢の筋肉量を示す5）。低いが３名（3.6％），やや低
いが10名（12.0％），良いが70名（84.3％）であった。
表３．体脂肪率による痩肥の分類
判定 体脂肪率 人数（％）
痩せ 㱡20  6（13.8）
正常 21㱡　＜34 71（85.5）
肥満傾向 34㱡　＜39 4（4.8）
肥満 39㱡 2（2.4）
表４．脚点による分類
判定 脚点 人数（％）
低い 50～79 3（3.6）
やや低い 80～89 10（12.0）
良い 90～150 70（84.3）
　身体的健康の平均値±標準偏差は，60.6±7.76，精神的健康42.2±7.40，社会的健
康44.7±5.54，総合的健康147.5±5.55であり，すべて５段階評価（ABCDE）でのＣ
評価であった。表５に幼児期の運動の成否と活動に対する回答を示した。
表５．幼児期の運動の成否と活動（新）83
評価 5 4 3 2 1
１）逆上がり 25 5 16 6 31
２）水泳 15 18 17 13 20
３）二重とび 8 1 23 13 38
４）開脚とび 20 8 22 8 25
５）側方倒立回転 12 8 15 10 38
６）自転車 42 10 14 4 13
７）体育全般 6 19 30 16 12
８）外遊び 50 11 9 7 6
９）活発 50 9 12 7 5
* 5：よくできた　3：どちらともいえない　1：全然でき
なかった。８）については，「大変良くしていた」を５，
９）については，「たいへん活発であった」を５とした。
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２．就学前の運動の出来および活動状態と健康との関連
　表５で示した就学前の運動と活動状況の回答をそれぞれの学生について総合計を求
めた。その平均値は28.0±8.41であった。1SDを基準として19以下の学生17人を対
照群，36以上の学生18名を運動群として抽出し，それぞれの群の身体組成および健
康度を求め，平均値の差の検定を実施した（表６）。
表６．就学前の運動状況の低い群（対照群）と高い群（運動群）
の健康度とその構成要素の比較 　　　　　　　　
対照群（n: 17） 運動群（n: 18）
Mean S.D. Mean S.D. ｔ
身長（cm） 158.5 5.84 158.3 6.91 0.09　
体重（kg） 53.3 9.60 54.7 6.45 0.50　
BMI 21.2 3.29 21.8 1.55 0.68　
体脂肪率（％） 29.0 4.63 27.7 5.14 0.78　
筋肉量（kg） 35.4 3.87 36.8 2.81 1.23　
脚点 94.6 6.00 98.0 10.34 1.17　
身体的健康 57.8 8.53 63.9 8.49 2.13*
精神的健康 40.2 7.71 47.6 5.27 3.33**
社会的健康 43.4 5.62 47.9 3.51 2.88**
総合的健康 141.4 20.15 159.4 13.83 3.10**
 *: p<0.05，**: p<0.01
　身長，体重，BMIの平均値については，対照群と運動群で差は認められなかった。
体脂肪率，筋肉量，脚点の平均値については，対照群に比較して運動群でやや大きな
傾向が見られたが，統計的な差異は認められなかった。身体的健康度の平均値・標準
偏差は，対照群57.8±8.53，運動群63.9±8.49であり，その差は５％水準で有意であっ
た。精神的健康度は，対照群40.2±7.71，運動群47.6±5.27であり，その差は１％水
準で有意であった。社会的健康度は対照群43.4±5.62，運動群47.9±3.51であり，そ
の差は１％水準で有意であった。身体的健康度・精神的健康度・社会的健康度の合計
である総合的健康度は対照群141.4±20.15，運動群159.4±13.83であり，その差は１％
水準で有意であった。これらの結果から，運動群は対照群に比較して健康度が高いと
いう結果を得た。
３．健康度を構成する要素の比較
　対照群の健康と運動群の健康を構成する要素のレベルで比較した結果を表７に示し
た。「身体的健康」の構成要素を比較した場合，「愁訴」，「疲労度」，「体調」では対照
群と運動群で差は認められなかった。しかし「体力」については，対照群14.1.±3.24，
運動群16.9±1.94であり，その差は１％水準で有意であった。
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表７．健康度の要素の比較
対照群（n: 17） 運動群（n: 18）
Mean S.D. Mean S.D. ｔ
身体的健康 57.8 8.53 63.9 8.49 2.13*
愁訴 14.6 3.00 15.6 3.40 0.89
疲労度 13.0 3.57 14.8 2.58 1.70
体力 14.1 3.24 16.9 1.94 3.82**
体調 16.0 1.80 16.6 2.66 0.79
精神的健康 40.2 7.71 47.6 5.27 3.33**
いきがい 15.4 1.97 17.7 2.08 3.37**
対人的適応度 11.4 3.28 14.9 2.05 3.78**
生活意欲度 13.4 3.20 14.9 2.71 1.59
社会的健康 43.4 5.62 47.9 3.51 2.88**
社会奉仕活動 12.8 2.08 13.5 2.29 0.94
友人等の交際度 15.3 2.62 18.2 0.98 4.34**
趣味活動 15.4 2.26 16.39 2.50 1.28
総合的健康 141.4 20.15 159.4 13.83 3.10**
 *: p<0.05，**: p<0.01
　「精神的健康」の構成要素を比較した場合，「生活意欲度」は差が認められなかった
ものの，「いきがい」では対照群15.4±1.97，運動群17.7±2.08，「対人適応度」では
対照群11.4±3.28，運動群14.9±2.05であり，その差はそれぞれ１％水準で有意であっ
た。「社会的健康」の構成要素を比較した場合，「社会奉仕活動」，「趣味活動」では差
は見られなかったものの，「友人等の交際度」について，対照群15.3±2.62，運動群
18.2±0.98であり，その差は１％水準で有意であった。以上の結果より，幼児期に運
動ができ，活発で外遊びを多く行った子どもは，女子大生になった時点において，
「体力」・「いきがい」・「対人適応度」・「友人等の交際度」が優れているという結果と
なった。
　表８に運動・スポーツの嗜好に対する回答を示した。運動・スポーツをとても好
き・好きとの回答は，対照群は，５人（29.4％）であるのに対し，運動群では17人
（94.4％）であり，運動群が明らかに多かった。
表８．運動・スポーツの嗜好に対する回答
対照群（n: 17） 運動群（n: 18）
１）とても好き 2（11.8） 16（88.9）
２）好き 3（17.6）  1（5.6）
３）どちらともいえない 3（17.6）  1（5.6）
４）嫌い 7（41.2）  0
５）とても嫌い 2（11.8）  0
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Ⅳ　考察
　すでに述べたように，急激な運動能力の伸びがみられる時期をゴールデンエイジと
いい，１歳から６歳においてみられる第１期ゴールデンエイジでは，様々な運動経験
を積むことによって多様な運動神経回路を構築することが必要である。これに続く第
２期ゴールデンエイジは，小学校の中学年～高学年で，運動神経が発達，運動能力も
急激に向上し，スポーツ競技に興味を示す。第３期ゴールデンエイジは15歳～23歳
で骨格系も発達し本格的なトレーニングをする。第１期ゴールデンエイジにおいて多
様な運動神経回路を構築することが，第２期，第３期ゴールデンエイジ形成の基盤と
なることが推察される2）。幼児期における運動の意義として，遊びを通じての多様な
動きを身につけるだけでなく，心肺機能や骨形成にも寄与するなど，生涯にわたって
健康を維持したり，積極的に取り組む意欲を育んだりするなど，豊かな人生を送るた
めの基盤づくりとなることが示されている。具体的には，体力・運動能力の向上，健
康的な体の育成，意欲的な心の育成，社会適応力の発達，認知的能力の発達が指摘さ
れている1）。
　本研究においては，表５で示したように，幼児期の運動能力として１）逆上がり，
２）水泳，３）二重とび，４）開脚とび，５）側方倒立回転，６）自転車乗り，の出
来を５段階で回答させた。これら１）～６）は小学生に身にみにつけさせたい運動とし
て報告されているものである6）7）。また，７）体育全般，８）外遊び，９）活発度に
ついても，同様に５段階で回答させた。そして，９つの回答結果を合計して個人の運
動指標とした。対象者の運動指標の平均値と標準偏差を求め，1SDを基準に1SD以
下の学生を対照群，1SD以上の学生を運動群とし，両者の身体組成および健康度を
比較した。
　身体組成での身長・体重・BMI，体脂肪率，筋肉量，脚点の平均値は両群間で統計
的な差異は認められなかった。しかしながら，身体的健康，精神的健康，社会的健
康，これらの合計である総合的健康について，その平均値は運動群が高く，その差は
有意であった。
　「身体的健康」の構成要素の「体力」の平均値について，対照群14.1.±3.24，運動
群16.9±1.94であり，その差は１％水準で有意であった。「精神的健康」の「いきが
い」では対照群15.4±1.97，運動群17.7±2.08，「対人適応度」では対照群11.4±3.28，
運動群14.9±2.05であり，その差はそれぞれ１％水準で有意であった。「社会的健康」
の構成要素の「友人等の交際度」について，対照群15.3±2.62，運動群18.2±0.98で
あり，その差は１％水準で有意であった。要約すると，「体力」，「いきがい」，「対人
的適応度」，「友人等の交際度」が幼児期に運動ポイントの高い群が低い群に比較して
優れていた。
　現在での運動の実施状況について，実施しているのは対照群17名中１名（フット
サル），運動群18名中５名（バスケットボール２名，テニス，球技，ダンス）であり，
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運動群のほうが運動実施者の多いことが明らかであった。
　身体活動・運動と健康との関係については，身体的不活動は，人口寄与危険割合に
おいて，高血圧，喫煙高血糖に次いで，４位であり，５位の過体重・肥満より上位で
あることが報告されている7）。女子大生を対象とした運動実施群と対照群の健康度の
比較において，運動実施群の「身体的健康」，「精神的健康」，「社会的健康」の平均値
が対照群と比較して高く，その差が統計的に有意（p<0.05～0.01）であり，健康度の
構成成分である「体調」，「生活意欲度」，「友人との交際度」，「趣味活動」について，
運動群が統計的に有意に高いことが証明されている8）。本研究では，運動群の「体
力」，「いきがい」，「対人的適応度」，「友人等の交際度」の健康度成分について，幼児
期に運動ポイントの高い群が低い群に比較して優れていた結果と一部一致するもので
ある。すなわち，幼児期の運動経験が現在の運動・スポーツ実施に波及し，健康度の
差異として現れたものと推測される。
　女子大生を対象とした「小学生時代のスポーツ運動の好き嫌い」に関する研究9）で
は，対象者74名のうち67％の学生が「スポーツ・運動が好き」と解答した。好きな
運動・スポーツは「バスケットボール」，「水泳」，「バレーボール」の順であった。一
方，嫌いな運動・スポーツ種目は「長距離走」，「マット運動」，「鉄棒」，「水泳」の順
であった。好きなスポーツの理由について，「習っていた」，「クラブ等に入っていた」，
「得意だった」という回答が多く，「できること」が好きな条件となっている。一方，
嫌いな理由は，長距離走が「疲れる」，「辛い」，マット運動については「体がかたい」，
「できない」，「怖い」などと分散しているのに対し，「鉄棒」については「できない」
に集中しており，特徴的であった。器械運動については，「できる」，「できない」が
明らかになってしまうことがその特徴であることが報告され，「危険」，「できない」
が嫌われる原因，「習っていた」，「できる」ことが好きな原因となり，指導者の影響
が多く関与しているものと推察される。
　本研究で実施されたアンケートでの，「運動が好き」の質問に対する回答を表８に
示した。対照群では「とても好き」・「好き」が５名，運動群では「とても好き」・「好
き」が17名であり，幼児期の運動経験によりスポーツ運動の嗜好が異なることが示
された。これらの結果は，ゴールデンエイジの基盤となる第１期ゴールデンエイジに
おける運動経験が，女子大生の運動嗜好やスポーツの実施に関連し，さらに健康度に
影響を与えることを示しており，幼児期における運動・スポーツの重要性を強調する
ものであると考える。
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Ｖ　まとめ
　幼児期の運動と女子大生の健康との関連を明らかにするために，83名の女子大生
を対象に，身体組成を測定し，健康を調査した。また，運動の嗜好・幼児期の運動の
成否と活動について，アンケート調査を実施し，幼児期の活動状態の高い学生（運動
群）と低い学生（対照群）の２群に分け，体組成，健康度を比較した。
１）対照群と運動群の体組成（身長，体重，BMI，体脂肪率，筋肉量，脚点）につい
ては，差異は認められなかった。
２）身体的健康，精神的健康，社会的健康，総合的健康の平均値については，運動群
が対照群に比較して高く，その差は統計的に有意（p<0.05～0.01）であった。
３）身体的健康を構成する因子である「体力」，精神的健康の構成する因子である
「いきがい」，「対人適応度」，社会的健康を構成する因子である「友人等の交際
度」において，運動群の平均値が対照群より高値であり，その差は統計的に有意
（p<0.01）であった。
　これらの結果から，第１期ゴールデンエイジにあたる幼児期においての運動経験や
活動状態が女子大生の健康度に影響することから，この時期でのスポーツ・運動の重
要性が示唆された。
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